
人口3,500人規模自治体から見る
「地方創生伴走支援制度」の活用法

～長野県南木曽町～

令和８年７月９日
於：自治体総合フェア2026

内閣府 地方創生推進室
地方創生支援官 中村彬良



長野県木曽郡 南木曽町（なぎそまち） 概要

出典：パンフレット「南木曽ろくろ細工」（一部加工）

１．基本情報
面積：約215.93 km²（約９割山林。木曽ヒノキ→南木曽ろくろ細工）
人口：約3,500人
位置：長野県南西部、岐阜県との県境に位置
主要交通

JR中央本線「南木曽駅」
東京から約３時間、名古屋から約1.5時間
⇒リニア開通後は、東京から約1.5時間、名古屋から約35分見込

２．歴史・文化
 江戸時代、中山道の宿場町として栄えた
 妻籠宿（つまごじゅく）

 日本初の重要伝統的建造物群保存地区
 観光地として国内外から人気（サムライロード）
「保存」と「生活」を両立した町並み保存の先進事例

３．強みと魅力
 世界的に評価される歴史保存（妻籠宿）
 良好な自然環境・景観資源
 アクセス良好（名古屋圏から近い。リニア開通後は東京圏も近い）
 観光・文化の国際認知

４．総論
 南木曽町は、中山道の宿場町文化と豊かな自然を背景に、観光を軸
 とした地域経済を形成。
 一方で人口減少・高齢化といった地方共通の課題を抱えており、
 地域資源を活かした持続可能なまちづくりが求められている。出典：南木曽町観光協会HP

https://nagiso.jp/topics/tsumago-juku-conservation-area/

日本初の重要伝統的建造物群保存地区「妻籠宿」
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直面する課題～制度活用に至った経緯
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● 直面する課題
  ・公共交通の維持 ：地形上、効率的なバス運用が困難。通院困難者も。

・リニア中央新幹線  ：地域振興策未策定。

・インバウンド対応 ：ニーズ把握や滞在型の観光地づくり検討に遅れ。

・起業、創業支援 ：企業誘致や連携の方針が無い。

・地区間連携 ：観光振興や定住化施策における連携不足。

・地域医療 ：県立病院で分娩取り扱い廃止。 等

● 制度活用に至った経緯

・危機感を覚えた一人の若手職員の発意。

・第2世代交付金担当として活用を検討したが、決め手に欠ける状況。

・希望調査で存在を知り、現状を打破する「一歩」として本制度が大きな
後押しになると感じ、応募。

・積もる課題に対処できない

・チャンスを活かす手立てがない



申請内容～伴走支援者決定
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● 申請内容
①何から手を付けて良いかわからない
②外部企業と連携したいがどのようにすれば良いかわからない

● 担当の支援官３名
・渡辺 茂紀（金融庁。信用金庫勤務経験あり）
・酒井 孝明（厚生労働省。デジタル分野の資格を有し業革経験あり）
・中村 彬良（経済産業省。自治体・内閣官房経験あり）

・具体的な取組課題を提示できない状態での申請

？

？

私たちが支援します！



これまでの活動：課題①何から手を付けて良いかわからない

4

出典：信濃毎日新聞（令和8年6月4日） 出典：市民タイムス（令和8年6月9日）

・オンライン意見交換、現地視察（令和８年５月28日、29日）

・町長への取組の方向性の提案、関連事業者等との意見交換

・課題を緊急度と重要度で整理



これまでの活動：課題②外部企業との連携
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・展示会への参加（まさに本イベント！）。機会を活かせるよう、手持ち資料も作成



今後の予定
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